
○四日市市休日保育事業実施要綱 

平成２３年９月１３日 

告示第３３８号 

改正 平成２３年１０月１３日告示第３７３号 

平成２５年３月１８日告示第８８号 

平成２７年３月３１日告示第１４３号 

平成２９年３月２３日告示第１０９号 

（目的） 

第１条 この要綱は、保護者の勤務の事情等により、休日において保育を必要とする

児童の保育を実施することにより、児童の福祉の向上及び子育てと就労の両立支援

を図ることを目的とする。 

（一部改正〔平成２９年告示１０９号〕） 

（定義） 

第２条 この要綱において「休日」とは、次に掲げる日（１２月２９日から翌年１月

３日までの日を除く。）をいう。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

（事業の実施） 

第３条 本事業は、児童の保護者のいずれもが、休日に当該児童を保育することがで

きないと認められる場合において、保護者からの申し込みにより、必要な休日につ

いて保育（以下「休日保育」という。）を行うものとする。 

（対象児童） 

第４条 本事業の対象となる児童は、次に掲げるすべてに該当する児童であって、か

つ、四日市市が休日保育の利用を承諾した児童とする。 

(1) 四日市市内に住所を有する児童 

(2) 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号。以下「法」という。）第２４条の規

定による保育の実施児童であって、概ね満８か月以上の児童 

(3) 保護者の就労等により、休日において保育を必要とする児童 

(4) 平日（土曜日を含み、祝祭日利用日は除く。以下同じ。）において、第２号の

児童の保育を実施する施設（以下「保育所等」という。）での保育を必要としな

い日があること。ただし、やむを得ない事情により、平日に保育所等での保育を

必要としない日がないと市長が認める場合を除く。 



（一部改正〔平成２７年告示１４３号・２９年１０９号〕） 

（実施施設等） 

第５条 実施施設は、別表１に定める保育所（以下「実施園」という。）とする。 

２ 利用児童１人当たりの面積は、児童福祉施設最低基準（昭和２３年厚生省令第６

３号。以下「最低基準」という。）第３２条により児童の年齢等に応じて定める基

準を満たすものとする。 

（保育士の配置） 

第６条 本事業は、担当する保育士を各実施園に２名以上配置するものとする。この

場合において、保育士の数は、最低基準第３３条第２項により児童の年齢に応じて

定められる基準を満たすものとする。 

（保育時間等） 

第７条 開所時間は、原則として休日の午前８時から午後５時まで、保育時間は開所

時間内で保育を必要とする時間帯とする。ただし、市長は、保護者等の労働時間そ

の他の家庭状況等を考慮して、開所時間及び保育時間を変更することができる。 

（一部改正〔平成２５年告示８８号〕） 

（利用登録） 

第８条 対象児童の保護者が休日保育を利用しようとするときは、休日保育利用登録

申出書（第１号様式。以下「申出書」という。）をあらかじめ市長に提出しなけれ

ばならない。また、申出書は年度毎に提出しなければならない。ただし、申出書の

受付けは、原則、児童が通常在籍する保育所（以下「在籍園」という。）が代行す

るものとする。 

２ 市長は、前項の申出書の提出があった場合には、速やかに審査し、休日保育の利

用を適当と認めたときは、休日保育利用登録承諾通知書（第２号様式）により、休

日保育の要件に該当しないと認めたとき、又は最低基準等から判断し利用が困難と

認めたときは、休日保育利用登録不承諾通知書（第３号様式）により当該保護者に

通知するものとする。 

３ 市長は、休日保育の利用を承諾した場合には、当該児童の休日保育を利用を承諾

した保育所等（以下「利用保育所等」という。）及び在籍園にその旨を通知するも

のとする。 

（一部改正〔平成２５年告示８８号・２９年１０９号〕） 

（利用申請） 

第９条 前条の規定により利用登録を受けた児童の保護者は、利用保育所等で休日保



育を利用しようとする場合には、休日保育利用申込書（第４号様式）を市長に提出

しなければならない。 

２ 前条の規定により利用登録を受けた児童の保護者は、初回に限り、前項の申請を

行う前に利用保育所等において、利用児童の面接を受けなければならない。 

（一部改正〔平成２５年告示８８号・２９年１０９号〕） 

（辞退の届出） 

第１０条 第８条の規定により利用登録を受けた児童の保護者は、利用する必要がな

くなった場合には、速やかに市長に休日保育辞退届（第５号様式）を提出しなけれ

ばならない。 

（一部改正〔平成２５年告示８８号〕） 

（利用決定の解除） 

第１１条 市長は、第４条に規定する対象児童に該当しなくなったと認めたときは、

休日保育の利用承諾を解除することができる。 

２ 市長は、前項の規定により休日保育の利用承諾を解除する場合には、当該児童の

保護者に対し、休日保育利用登録解除通知書（第６号様式）により通知するものと

する。 

（一部改正〔平成２５年告示８８号〕） 

（補助） 

第１２条 市長は、実施園に対し、別に定めるところにより、当該保育の実施に要す

る経費の一部を補助するものとする。 

（負担金等） 

第１３条 休日保育の利用に係る費用は、次項に規定する費用を除いて利用者から徴

収しない。 

２ 休日保育を利用した児童の保護者は、教材費等必要な経費を実費負担するものと

する。 

（一部改正〔平成２５年告示８８号・２７年１４３号〕） 

（児童の休息） 

第１４条 休日保育を利用する児童の保護者は、児童の休息の確保のため、可能な限

り、家庭で児童を保育する日を設けるよう努めることとする。 

（補則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項は、市長

が別に定める。 



（一部改正〔平成２５年告示８８号〕） 

附 則 

この要綱は、告示の日から施行する。 

附 則（平成２３年１０月１３日告示第３７３号） 

この要綱は、告示の日から施行し、平成２３年１０月１日から適用する。 

附 則（平成２５年３月１８日告示第８８号） 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年３月３１日告示第１４３号） 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年３月２３日告示第１０９号） 

この要綱は、告示の日から施行する。 

別表１（第５条関係） 

（一部改正〔平成２３年告示３７３号・２７年１４３号〕） 

名称 公私 所在地 

西浦保育園 私 四日市市久保田二丁目５番３号 

日の本保育園 私 四日市市松原町３番２号 



 



 



 



 



 



 



 



第１号様式（第８条関係） 

（全部改正〔平成２９年告示１０９号〕） 

第２号様式（第８条関係） 

（全部改正〔平成２９年告示１０９号〕） 

第３号様式（第８条関係） 

（全部改正〔平成２５年告示８８号〕） 

第４号様式（第９条関係） 

（全部改正〔平成２９年告示１０９号〕） 

第５号様式（第１０条関係） 

（全部改正〔平成２９年告示１０９号〕） 

第６号様式（第１１条関係） 

（全部改正〔平成２９年告示１０９号〕） 

 


